
【電源電圧】
■ 電源電圧とは？

・光電センサ（レーザセンサ、ファイバセンサ）や近接センサなどの仕様・機能・性能を保証することができる供給電圧
範囲のことで、仕様の一項目として示されます。

・電源電圧範囲外の電圧を供給すると、
・動作しない。
・不安定動作、誤動作を起こす。
・消費電流が増え、内部発熱が増大する。（寿命が短くなったり、破損につながる。）
・DCタイプのセンサにAC電圧を供給すると、破損する。

などの不具合発生が想定されるため、仕様で決められた電源電圧範囲での使用を遵守する必要があります。

・一般的には、次のような電源電圧範囲（仕様）となっています。（DCタイプ）

■ 一般的な電源電圧範囲

－（マイナス）10％は12V側に関わり、＋（プラス）10％は24V側に関わります。
したがって、±（プラスマイナス）

 

10％という表現ではなく、数値により電源電圧範囲を表すと、

10.8V～26.4V

 

DC

 

リップルP-P10％以下

となります。

12～24V

 

DC±10％

 

リップルP-P10％以下

CX-400シリーズ

 

主な仕様（抜粋）

・一般的に、DCタイプの光電センサなどはDC24Vで使用されることが多く、また、20年程前まではDC12Vが多かったため、
最近のセンサの電源電圧範囲は、上記のように12～24V

 

DCとなっています。
ただし、この電源電圧範囲だと、使用電圧（DC24V）が電源電圧仕様範囲上限ギリギリとなるので、プラス10％の余裕を
設計的に持たせています。

・リップルについては、別途、解説します。

10.8V＝12V×0.9
26.4V＝24V×1.1
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■

 

S-MARK対応による電源電圧仕様の変更

・規格に対応するため、電源電圧の仕様が変わることがあります。
例えば、FX-500シリーズは、発売当初、

12～24V

 

DC±10％

 

リップルP-P10％以下

でしたが、S-MARK対応のため、Panasonicブランドへの変更
タイミングで、

12～24V

 

DC リップルP-P10％以下

と変更になりました。

■

 

『12～24V

 

DC±10％

 

リップルP-P10％以下』

 

以外の電源電圧はあるのか？

・一般的に電源電圧は、12～24V

 

DC±10％

 

リップルP-P10％以下（DCタイプ）ですが、これ以外の仕様になっている
機種もあります。（一部、掲載）

・フリー電源・小型ビームセンサ

 

NX5シリーズ
・フリー電源・端子式ビームセンサ

 

VFシリーズ

24～240V

 

AC

 

または12～240V

 

DC リップルP-P10％以下

・コネクタ内蔵・コの字型マイクロフォトセンサ

 

PM-64シリーズ

5～24V

 

DC±10％

 

リップルP-P10％以下

・距離設定反射型ビームセンサ

 

EQ-30シリーズ
・小型近接センサ

 

GX-8M（B）

10～30V

 

DC

 

リップルP-P10％以下

FX-500シリーズ

＋10％
－15％
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